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前回は、下表の「3.対応シナリオを時系列で作成する」で、「活動種類」別対応シナリオ(全体

シナリオ・ひな型)を作成しました。今回は、「活動主体」別対応シナリオ(全体シナリオ・ひな型)

を作成することにします。 

 

 

1.活動主体別対応シナリオ(全体シナリオ・ひな型)の例 

 

前回作成した「活動種類」別対応シナリオを「活動主体」別に編成しなおせば、活動主体別対

応シナリオが完成します。その例を表 1～表 5 に示します(活動主体別に編成しなおす際に記載

内容の補足・修正を行いました)。 

この表の例では、「活動主体」として一般的な(?)市町村の各課を念頭に置いていますが、皆さ

んの市町村の実状とは相違する部分もあると思われます。また、記載項目は例示的なものであり、

記載もれの項目もあると考えられます。これらの点につきましてはご了承願います。 

なお、表中における「(+○○課)」の記載は、その活動が「○○課」と連携して行うべきもので

あることを示しています。 

 

 

 

 

 

地域防災実戦ノウハウ(59) 

Blog 防災・危機管理トレーニング 

日 野 宗 門 主 宰

連 載 

講 座 

（元消防科学総合センター研究開発部長） 

―シナリオ型被害想定(その 11)― 
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2.活動主体別対応シナリオ(全体シナリオ・ひな型)の特徴 

 

活動主体別シナリオは、「自課が行うべき対応を容易に把握できる」、「各課の業務量の大小や

業務量の偏りを把握し、人的・物的資源の配分を検討できる」という点で、活動種類別シナリオ

よりも優れているということができます。 

後者の特徴の補足になりますが、被害シナリオ(あるいは被害想定結果)が要求する要対応量

(対応需要量)と自課が保有する人的・物的資源とを突き合わせることにより、自課でどこまで対

応可能かを知ることもできます。例えば、「想定避難者数へ毛布、食料、水を安定的に提供するた

めには現状の担当課職員数で十分か」などです。このような検討はとっくの昔に行われているよ

うであって実は多くの市町村で十分に行われていないのが実状です。シナリオ型被害想定をその

きっかけにしていただければと思います。 

余談になりますが、表中の広報課の役割(の重要性)は皆さんの予想をはるかに超えているもの

と思います。以前にも「災害時の広報戦略」として稿を起こしたことがありますが、災害時の困

難な状況を打開していく上で「広報」の役割はきわめて重要です。「マスコミ対応」に終始しがち

な日本の「災害広報」は、災害対応上の大きな弱点と言っても過言ではありません。 
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